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　私が書いた絵本では、はじめに人間は「哺乳類」であることを、説

明しました。

　「受精」と「生命のはじまり」については、次のように書きました。

　どうでしょうか？ただし「交尾」の絵が、やはり、ひっかかるか

もしれませんね。学習指導要領では禁じられている「性交」と同

じだから。つまり、「性交」という表現は、子どもたちの性行動を

助長する―というのが、日本の教育の主張なのです。

　この絵本の続きは、「人間も哺乳類でしたね。だから、あか

ちゃんをつくるときは、お父さんとお母さんは しっかりだき

あって……」と書きました。すると営業部から、「こんな、重なっ

ている絵は、（営業としては）売れないから、ふとんをかけてく
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」って。私は、「ふとんをかけるなら、作者として、出版をや

めていただきます」って、さんざん論争して、妥協策として薄

い布団がかけてあります（笑）。

　この「こころ からだ いのちのえほん」シリーズは、①おかあ

さん ②おとうさん ③あいしあう動物たち ④あかちゃんはどこ

からきたの ⑤女の子 ⑥男の子 ⑦あなたがうまれるまで ⑧生き

ること愛すること の全８巻に仕上げました。子どもの発達段階

に応じて、両親や先生が一緒に読んでくださるといいですね。

　さあ、日本と北欧の「性教育のあり方の違い」について、おお
いに討論しましょう ！

■日本の絵本での表現
　1972 年、私は『なぜなのママ？―３
歳からの性教育絵本―』を出版しました。

　やなせたかしさんの絵で、裸のパパと

ママが手をつないでスキップしています。

女の子と男の子が大きな声でききます。

　「わたしとぼくは、どこにいたの？」。

「おかあさんのおなかのなかにある、あ
かちゃんのもと、らんしだったの。でも 
らんしだけでは、あかちゃんにはなれま
せん」。「おとうさんがもっている せいしとひとつに ならなくち
ゃあ……」

　当時、日本の社会は「性交の絵はちょっと……」といった時代

だったので、こんな絵に。でもこれでは体外受精ですね（笑）。と

はいえ、この絵本に日本中は大騒ぎになりました。ある全国紙の

見出しには、「ついに出た！『性の絵本』―童画風に大胆に」、他

紙も賛否両論。東京・銀座のある百貨店では、この絵本の棚が「過
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激だ
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」とする人物から、ひっくり返される事件まで起きました。

■私の絵本は哺乳類の説明から―
 日本では、理科の教科書とはいえ、メ

ダカの誕生とヒトの誕生を「比べてみよ
う」（P1 参照）とは、どういう意図なので

しょうか。せめて「哺乳類」と比較すれば、

よりわかりやすいのにと思います。

　おかあさんのおちちをのんでそだ

つ動物を、ほにゅう類
るい

といいます。

　人間もほにゅう類
るい

です。

ほら、あかちゃんは、おか

あさんのおちちをのんで、

そだつでしょう。

　馬はこのようにして、卵
ら ん し

子の

そばに精
せ い し

子をおくりこみます。

これを「交
こ う び

尾」といいます。

　やがて、めすの子宮のなかで、

小さないのちがはじまり、へそ

のおで、おかあさんから、えい

ようをもらって、そだつのです。
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せいしとらんしは、どうやってひとつになるの？

おかあさんの おなかのなかで まっている

らんしと ひとつになるんですよ。

これが、いのちのはじまり。

せいしは おとうさんの 

おちんちんからとびだして

　人
にんげん

間もほにゅう類
るい

でしたね。ですから、あか

ちゃんをつくるときは、おとうさんとおかあさん

はしっかりだきあって、卵
ら ん し

子のそばに精
せ い し

子をおく

りこみます。

　なん億
おく

というかずの精
せい し

子が、きょうそうで卵
らん し

子

にむかっておよいでいくのです。

でも、これはそとからはみえません。

毎月連載―ホームページでご覧になれます。http://www.ahni.co.jp/kitazawa/index.htm
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